







材 料 お よ び 方 法
1.幼芽の部位別伸長ならびに幼芽伸長に対する細胞数の増加ならびに細胞伸長の寄与
T)幼芽の伸長部位 .材料はTable】にノ1け 作物晶種を用いた.直行 4cm,I:3'さ5cm の塩
化ビニール製ポットの｣I_端まで土壌を二相),各ポット8粒ずつ播和 した.その後,ポッ ト
上端から約 1cm上に出るように帖広のセロファンテープを凄さ付け,その内側に Lー頓をい
































2,3および4cmに伸長したときに助辞を掘 り取 り即座にFAAで固定 した.固定された




1)培養温度と伸長の速さ .材料は,二条オオムギ (品種 '成城17号,以下同じ),六条オ
オムギ (-ガネムギ),-ダカムギ (愛媛裸 1号), トウモロコシーポッ7oコーン (他部 1
'J-), トウモロコシ-ホワイ トデントコーン,イネー日本型水稲 (レイホウ),イネ-E]本




粒),約5cm軽 く髄土 した.ポットは上境水分の変助を防 ぐEl的で,大型のプラスチック












3)覆土後続圧 と伸長の速さ .宙径10cm高さ12cmのブ リキ製のポットに,含水出13%に
調整 した 上境を硬度約0.5kg/cm3になるように詰めて播椎床を作成し,各作物 1ポットあた
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幼芽長 1cm の時の小鼓長は 7mm であった.地券長 4cmの時の中茎長は33mm と幼芽
長 1cmの時の約 5倍近 くであるにt,かかわらず,4cmのときの中茎の 栗細胞長は 1cm
の時のおよそ3倍にすぎなかった.






















































数は 1cmの時の約 2倍であった.したがって,中茎では幼芽長が 1cm に達した後も細胞
分裂による細胞数の増加が起きたことが明らかになった.
中茎の伸長Ll:と細胞数の増加の関係には,作物により若干の差異が認められた.エンバ
クおよびイン ド型水稲では,幼芽長 1cm から4cm になる間に中豊長はそれぞれ 6,4mm
からそれぞれ29,20mm と約 5倍に増加したが,細胞数の増加はともに約 2倍であった,
このように,ソルガム,エンバク,インド型水稲では,類似の傾向が認められたのに対し
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クローバー (HakinsandGorz1975)】3),ワタ (Wanjura,eLa1969)43),ダイズ (Fehr
et.aJ.1973)8)などでは土壌水分が充分ある条件では,程上か浅いほど出芽fi!r-立ちがよい.
鎮rtによる土壌叫度の上期 ま幼芽の伸長力の増大によってある程度克服できる39)ので.二条
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Upland fie一d crops including two-rowed barley failed to emerge when son
moistureratiowasincreasedt030%.Inadryconditionof9% soilmoistureratio,
up]andfie]dcropscanemerge,butricecannotemerge(Table5).
Cropswerec一assifiedbyresponseofseed一ingemergencethroughcompacted
coveringsoi一 CropswithlongmesocotylwerehighestinemergencefoHoWedby
cropswithlongcoleoptile,andcropswithshortmesocotylorshortcoleoptile(Fig･
4).
InhibitionofplunluleelongationbyapplyingweighHothelopbecamelargeras
一oadwasincreasedfrom 0to30g. Celelongationwasinhibitedbytreatment
(Table6,7,8)
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